
ご協力いただいている畠

漁労『東北地方太平洋沖地震

の救済・復興支援カン′く』の

第1次集約は1，101．372円と

なりました．本当にありがと

うござい洗す。
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射精か未紳義鍋肌膵

10日（日）投胃幕

大阪府散会職員濃挙の告示が本日18行

われる．帯共闘は覆轍の中村智之助さんを推

農しているが、度数右の議席を7人で争う激

戦が予想される．

中村強之助さんはr元気な大阪づくりま

すJをキャッチフレーズに、①憂鵬のも

とで、すべての人伊籠簾で安心して暮らせる

人にやさしい幸せの街づくり、⑧地槌許の

活性化之雇用の安鹿をはかり、個性あふれる

いきいきした街づくり、⑳広域的な変通体系

や堺市基盤の整備をすすめ、安か資金の住

みやすい街づくり、⑥郷土の歴史と平和・人

権を尊重し、次代を也う青少年の個性を静は

す多様な教育の推進、⑥国際化・情報化はふ

さわしい世界に欄かれた都市・大阪づくり、

の　点点を　絡給　金に精力的に緻会活勘に取

り組んできた。

投幕別ま108柑）、期日前提第は2日は）
～9日は）の年前8噌30分一千徴8時ま

で、投兼場所は選挙讐埋葬農兵会議垂市役

所月雌6肺、離日支所、北痴支所、南部生

せ学習市民センター．

本日、辞令交付式
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自治労組食べの加入を呼びかけ
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